
           ゆった～り山行実施記録表   ２０１９年４月０３日 報告者：Y.S 

山行名 三毳山               〔２２９m/栃木県〕   

実施日 平成３１年３月３１日（日）  日帰り   ハイエ－ス利用 

天候／参加人員 天候：雨後曇後晴 レベル：☆    参加人員：１２名（申込み１３名）  

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ 省略 

参加メンバー 省略   男性３名／女性９名 

費用 一人当たり 

４，４００円 

【内訳】 ハイエースﾚﾝﾀﾙ料：１７，３８８円、ドライバー謝礼：２０，０００円、駐車場：４００円 

燃料代：４，９７３円（＠１１７×３４０／８）、高速代：９，６８０円、圏央厚木～佐野藤岡：４，５６０円  

栃木～圏央厚木：５，１２０円、合計：５２，４４１円、４，４００×１２＝５２，８００円  

５２，８００－５２，４４１＝３５９円（ＴＴＣカンパ金） 

歩行／行動時間 

計画とコースが異

なるため実行行動

時間のみ記載。 

 歩行時間 休憩時間など 行動時間 実行行動時間の内訳 

・三毳山  1：45 

・天平の丘 1：40 

・蔵の街栃木 1：55 

ガイドブック    

計画    

実行   5：20 

実行コースタイム記録 

 ３月３１日（日） 天候（曇後晴一時雷雨）                                                  25     

鳶尾=====旧ﾖ-ｶﾄﾞ-前 =====圏央厚木 IC====菖蒲ＰＡ =====佐野藤岡 IC===== 三毳山東駐車場 ----- カタクリ群生地 -- 

 6:00     6:15 6:40       6:53       7:55  8:10       8:40         8:45(買い物)9:05         9:30 

 30                                      20                 20                          10        1:35 

････東口登山口 ===== 天平の丘公園駐車場 ・・・・・国分寺桜広場 ----- 駐車場 =====栃木駐車場------ 栃木蔵ﾉ街散策 

   10:30 10:35          11:20            11:40(昼食)12:40    13::00 13:05    13:30           13:40  15:15  

  10 

 ------駐車場 ===== 栃木ＩＣ===== 菖蒲ＰＡ ===== 圏央厚木ＩＣ ===== 本厚木駅前＝＝鳶尾 

15:25      15:55      17:15 17:30      18:40          18:55    19：15 頃 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

 天気予報はあまり芳しくないが低山なので出発、やはり途中から雨が降ってきたが三毳山登山口に着くとや

んでいた。東口登山口駐車場に止め出発、その前に岩舟特産館でみなさんお買い物、野菜がとても安いので買

った野菜やイチゴをﾊﾞｽへ置いてからカタクリの群生地へ向って登りだす。とても歩き良い道で、やがてカタ

クリの群生が見られ、それぞれ写真に収める。以前来た時より群生地が広くなったように思える。頂上広場の

手前で周回路を東口へ回りこむ、頂上はガスっていて何も見えないと思いさっさと引き返す。 

 計画にある城山公園はソメイヨシノがまだ咲いていないので「淡墨桜」を見に「天平の丘」を目指し出発、

天平の丘手前の駐車場に止め、下野国分寺跡の淡墨桜に期待して行くと、桜の広場には多くの店が出て賑わっ

ていた。かなり大きな淡墨桜が満開で迎えてくれた。しかも 9 本もあり見事。花の咲き終わり頃に薄墨を流し

たように変化するそうで、こう呼ばれているそうだ。岐阜県にある親元の淡墨桜の実生から育てたと書いてあ

るが、かなりの大木である。その他に山梨県の山高神代桜、福島の三春の滝桜、盛岡の石割桜など親元の実生

から育てたらしい。また、安行や西行の名がついていてピンク色したきれいな桜も満開である。西行法師はお

坊さんで歌人でもあり、若いとき失恋して「このサクラの下で死にたい」と言った歌も残しているらしいが、

桜に関する歌だけでも２３０首も残しているらしい。天気も良くなりこの桜の広場の芝生で円くなってお弁当

にした。温かい豚汁を買ってくる人も居てひと時をのんびり過ごす。帰りに天平の丘へ寄って見たら、前方後

円墳の遺跡を模した人工の丘でがっかり。毎月１０回登ると銭が貯まるらしい。 

 桜見学の後栃木の蔵ﾉ街へ向う。ここ栃木は日光街道の拠点で水路を使って荷物を江戸まで運ぶ重要な所で

あったらしい。そのため金持ちが多かったのか蔵が多く、今では蔵の街として観光客を呼び込んでいる。 

水路には観光客を乗せて船頭が舟こぎ歌をうたうが、今日は先ほどから雷と雹やあられが降り閑散としてい

る。街の北のほうへ行き岡田記念館を見学、受付の女将さんが年に二千万円も固定資産税を払っているのに市

は何もしてくれないと嘆く、我々観光客に嘆いてもしょうがないと思うのだが、中はとても価値のある物なの

だろうが、埃だらけで汚らしい。離れで先代の隠居場の翁館はとても立派な造りで贅沢な材料を使った日本家

屋である。時間が無いと言ったものだからお姐さんが駆け足で説明してくれたがついて行けない。 

 盛り沢山の山行でしたが皆様のご協力で無事終わることが出来、感謝いたします、ありがとうございました。 

 


